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１.背景と目的 

 （１）背景 

現代のキリスト教教会（以下，教会）の観光対象化1)は，教会

組織に所属していない信者や地域住民・観光者等，外部者の訪問

の増加を伴う。同現象は，一方では宗教理解の促進や建造物の保

護に貢献し，他方では「信仰の場」の「商品化」に対する教会組

織の抵抗感や聖堂（教会堂）2)への物理的被害を起こす等，功罪

両面をもたらすことが松井（2013）らの研究で指摘されている3)。

聖堂（教会堂）を中心とした教会空間は，「信仰の場」としての宗

教的価値と共に，教会組織によって宗教的・文化的行為が継続し

て行われていることにより「生きている遺産」としての文化遺産

的価値も有している。したがって，聖堂（教会堂），教会空間，教

会組織（以下これらの総体を「教会」とする）への観光対象化の

影響を総合的にとらえ，両価値を保ちつつ外部と接する為のマネ

ジメントが求められている。日本の歴史・文化に根差し，その宗

教文化に対し一定程度の理解を得られている寺社仏閣等と異なり，

日本の教会は，多くの外部者にとって非日常的存在であると考え

られる。したがって，観光の文脈においても，外部者から他宗教

施設とは異なる認識を持たれていると考えられ，その旨を踏まえ

た独自のマネジメントを考察する必要がある。その為には，教会

を本来の信仰共同体として機能させ，かつ，「生きている遺産」と

して成立させている「教会活動」（教会組織によって行われる活

動）が，観光対象化とどのような関係にあるかを整理する必要が

あると考えられる。 

また，「信仰の場」は，教会組織の活動によって成立する空間で

あり，教派ごとの活動内容や教会空間の位置づけ・位置づけが反

映された空間構造の違いによって観光対象化との関係も異なる可

能性があると考えられる4)。したがって，「教会」とひとくくりに

するのではなく，教派を踏まえてその関係を把握する必要がある。 

（２）既往研究レビュー 

日本における教会の観光対象化を扱った研究を取り上げ，教会

活動と観光対象化との関係について既往研究を整理する。 

 木村（2007）5)は，長崎県が取り組む教会巡礼ツアーに関して，

教会観光を取り巻くアクター（観光客，長崎県観光連盟，自治体，

市民団体）の動きから宗教的聖地が観光商品化されていく過程を

追った。訪れる外部者が体験したいと考える価値に合わせ，教会

の管理側がガイドブック等での自らの提示の仕方を変えているこ

とを指摘している。これは，外部からのまなざしという新たな視

点が教会に介入したことによって，具体の教会活動においても何

らかの変化が起きる可能性を示唆している。 
また，長崎同巡礼に着目した山中（2007）6)も，アクター分析

から観光化のプロセスを追った。本来信者の生活・信仰の場であ

った宗教空間が外部のまなざしを受けることで，「“癒しや安らぎ”

を体感できる場所」といった新たな意味づけが重ねられ，表出さ

れていることを明らかにした。また，巡礼参加者は信者に限らず，

また地域文化や歴史，建築といった，信仰以外の様々な動機を有

する人々によって構成されていることを明らかにした。 
これら既往研究は，観光対象化された宗教空間では，外部のま

なざしを意識したことで従来の性質に新たな意味づけが重ねられ

ていることを明らかにしたが，新たな意味付けの具体的な教会活

動への影響については特定の年中行事や礼拝への部分的言及に留

まっている。個別の教会に活用できるような実践的な教会マネジ

メントの考察にあたっては，特定の教会に焦点をあて，そこでの

信者による日常的な活動と観光対象化との関係について総合的に

量的・質的分析を行う必要があると考えられる。 
観光対象化の観点から具体的な教会活動を扱った研究として，

永井・十代田（2009）7)がある。函館市内の教会を対象に，観光

行政における教会の扱いと教会の観光への取り組みを調査し，教

会組織が観光対象化に対し，具体的活動の中でどのように応えて

いるのかを明らかにしている。一方で，教会側に与える影響につ

いては，電話によるヒアリング調査に基づき「観光客のマナーな

どの問題はあるものの，デメリットとなるような大きな問題は聞
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かれなかった」と述べるにとどまっている。体験型観光の資源と

して発展した場合の宗教的価値への影響といった，教会の従来の

価値の保護に焦点をあてた考察は充分とはいえない。 

 （３）目的 

既往研究では，観光対象化に伴い，教会が自身のイメージとし

て発信する内容や具体的活動にて外部の要求に応えうることが示

された。しかし，これらはあくまでも特定の活動に限定されてい

たり，可能性を示唆するに留まっている。本研究では，既往研究

で不足していた定量的分析および「信仰の場」という教会本来の

価値の保護という観点から，教会活動における観光対象化の影響

を考察する。具体的には，観光対象化される過程を把握した上で，

教派を踏まえて，教会別に教会活動の変遷と現状を観光対象化と

の関係から明らかにし，教会における宗教的・文化遺産的価値を

維持しながら観光と関わる方法を考察することを目的とする。 

 

２．方法 

（１）研究対象 

 観光情報誌や行政による観光計画で取り上げられている教会を

観光対象化された教会とし，北海道函館市内にあり，半径 150m

圏内で相互に近接する，教派の異なる4教会（函館ハリストス正 

教会・日本基督教団函館教会・函館聖ヨハネ教会・函館カトリッ

ク元町教会以下，それぞれ正教会・函館教会・聖ヨハネ教会・元

町教会とする）を対象とした（表－1）。対象教会は函館駅前エリ

アと函館山エリアの間で近接エリアと共に市内観光の中心を担う，

元町エリア内に位置する。函館教会を除く3教会は，函館山と並

んで函館の美景観として代表される坂の上に立地する。教会の各

要素のうち，観光対象の中心となる聖堂(教会堂)の教会ごとの空

間的特徴は以下の通りである。 

①正教会：初代聖堂が 1907 年の函館大火で焼失した後，現聖堂

が 1916 年に建設された。総レンガ造りの上に漆喰塗りが施され

た白壁と，正教会の聖堂独特の大きなドーム型の屋根（クーポル）

を有し，ロシア風ビザンチン様式の代表的建築物と高く評される。

1983年，国の重要文化財に指定された。 

②函館教会：現在の教会堂は 1921 年の火災による前教会堂の類

焼を受け，1931年に建設された。同会堂は都市景観の形成上重要

な価値があるとして，1989年，市の条例に基づく景観形成指定建

築物に指定されている。内部は床からシャンデリアまで木を基調

とし，装飾を極力排したシンプルなデザインとなっている。 

③聖ヨハネ教会：1878年に最初の教会が建てられたが，火災によ

る消失や移転を経て，1936年，函館ハリストス正教会が隣接する

現在の場所に教会が建設された。その後，1979年に完成した現在

の聖堂は，尖頭型アーチの屋根をそれぞれ掲げた四面が四方に突

き出るというデザインとなっている。四面は各壁面に十字架を掲

げており，上から見ると建物全体も1つの十字架を為している。 

④元町教会：現在の聖堂は1921年の函館大火による聖堂類焼後， 

焼け残ったレンガ壁に補強修理を施すことによって，1924年に建 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設された。聖堂は尖頭型アーチとアーチ型天井，建物の垂直性の 

強調が特徴のゴシック様式となっており，司祭館，門柱および石

塀と併せて伝統的建造物に指定されている。聖堂内部正面の中央

祭壇，脇祭壇，およびイエスが死刑宣告を受けてから十字架にか

けられ墓に葬られるまでの過程を表した聖堂両壁のレリーフ「十

字架の道行」は，教会が火事に合ったことへの見舞いとして，1923

年，時のローマ教皇ベネディクト15世によって寄贈された。 

（２）論文の構成と研究方法 

 まず，戦後から現在を対象期間として観光の観点に基づく教会

の捉え方の変遷を把握し，その捉え方に基づく時期区分を行った。  

 資料は，認知度 1 位の観光情報誌であり8)，観光対象として教

会を捉える視点の代表性が高いと思われる「るるぶ情報版」のう

ち，入手可能であった1995年~2015年度計21冊の函館地域対象

誌，および函館市の観光計画（「函館市観光基本計画」（計画期間：

1982~1993），「函館市観光基本計画 1994~2003」，「函館市観光

基本計画 2004~2013」，「函館市観光基本計画 2014~2023」）を

用い，写真・紹介文の記載の有無，記載内容を調査した。戦後~1994

年の期間については，函館の観光対象の変遷について観光情報誌

を基に整理した小長谷（2002）9)および朝倉（2012）10)が用いた

観光情報誌群と両研究結果を参照した11)。 

 次に，「信仰の場」および「教会組織外部との関係に対する教会

組織の認識や活動」という観点から，対象教会の特徴を明らかに

したうえで，区分した時期ごとの各教会における活動の変遷を分

析した。分析方法は以下の通りである。まず，全ての教会におい

てほぼ同じ年度に入手できた単年度の教会広報誌12)から，行事や

活動として記載・報告されている教会活動を抽出し，外部者対応

に関わりのある各教会の教役者及び信者に対して行った，活動の

主な対象者と主目的に関するヒアリング回答とそれに関する資料

内の記述を基準に9タイプに分類した（表－2）。そのうち，現在

外部者参加を認める活動が含まれ，定量的に把握可能で観光対象

化の影響を受け得る5タイプ（信者自身による勉強会等教義の理

解や実践を図る「教えの理解・実践活動」，祝会等信者同士の親睦

を深める「信者同士の親睦活動」，伝道集会等外部者に教義を伝え

広める「外部者への伝道活動」，バザー等教会と外部者との積極的

な交流を図る「教会と外部者との交流活動」，聖堂公開等教会を訪

れる外部者に対応する「外部者への対応活動」）の教会ごと時期ご

との変遷を把握した。なお，各活動の回数データは，全ての教会

および時期において同様に得られなかったため，上述した区分の

時期において実施した活動の数（活動種数）から把握した。活動

種数の調査によって外部者への関心の度合いおよび具体の活動に

おける関心の表し方が分析できると考える。なお，教会によって

は単年度のデータが得られなかった時期もあり，その場合は，沿

革誌13)等から教会活動を抽出し，活動傾向の変遷を把握した。   

また，観光対象化に対する信者の反応の現状について，教会関係 

表－1 研究対象 

教会名 

（設立年） 
所属教派 

観光情報誌掲載回

数（掲載開始年） 

各種文化財 

指定（指定年） 

ヒアリング 

対応者 

正教会 

（1860） 
正教会 52（1967） 

国指定重要 

文化財（1983） 

信者 

（司祭の妻） 

函館教会

（1874） 
メソジスト派 
（日本基督教団） 

12（1998） - 司祭夫妻 

聖ヨハネ 

教会（1874） 
聖公会 41（1967） - 神父夫妻 

元町教会

（1859） 

ローマ・ 

カトリック 
47（1967） 

伝統的建造物

（1988） 

信者（外部者

対応担当） 
図－1 対象教会の位置関係（Google Mapに加筆） 

150m 

正教会 聖ヨハネ教会 

元町教会 

函館教会 
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者へのヒアリングから把握した。 

 これらの結果から教会活動と観光対象化との関係を考察し，教

会と観光との適切な関わり方について検討した。 

  

３. 観光対象化の変遷と現状 

（１）函館観光および観光対象としての教会の概況 

 函館市の2014年度の観光入込客数は道内都市4番目の484万

人である14)。民間調査では，市町村魅力度ランキングで2014年・

2015年に1位，観光意欲度ランキングでも2015年に1位を獲得

する15)等，全国的に高い評価を得ている観光都市の1つといえる。  

 対象教会は北海道函館市の西部地区にあたる元町に位置し，国

際港湾都市として発展した街の歴史を映す独特の景観の構成要素

となっている。近年では，教会はまち歩きコースの目玉であり，

異国情緒の雰囲気に浸れるスポットとして紹介されている16)。 

（２）観光対象化による時期区分 

 観光の文脈における教会の捉え方から5つの時期に区分した。 

１）Ⅰ期：観光情報誌登場以前期（戦後～１９６６） 

小長谷（2002）によれば，明治期には既に函館が観光情報誌（『商

工函館の魁 : 北海道独案内』（1885））に登場している17)が，当

時期にかけては教会の記載は見受けられない18)。函館においては，

函館公園等の近代都市施設が織りなす「美しい景観」を楽しむ「ま

ち歩き」の推奨と，トラピスチヌ修道院等「異国情緒」のイメー

ジをもつ建造物の観光対象化が見られた19)。 

２）Ⅱ期：「異国情緒」イメージ付与期（１９６７～１９８１） 

正教会，聖ヨハネ教会，元町教会が観光情報誌『北海道冬の旅』

に掲載され20)，教会の観光対象化が始まった時期である。観光情

報誌『北海道冬の旅』（1967）に「明治を伝える異国情緒」とあ

るように21)，函館が新たに「異国情緒」というイメージでアピー

ルされるようになったと同時に，「異国情緒」を伝える代表的存在

として上記3教会が取り上げられるようになった22)。また，朝倉

（2013）は，1960 年代後半から西部地区の教会や洋風建築群が

函館のイメージとして定番化したことを指摘している23)。以上か

ら，この時期において，教会は函館に「異国情緒」イメージを付

与させたといえる。 

 ３）Ⅲ期：観光対象確立期（１９８２～１９９８） 

函館市が「函館市観光基本計画」を策定し（1982），観光拠点

とした西部地区内において，「ロマンと異国情緒を強くアピールす

るエキゾチックタウンの形成に努める」24)として歴史的建造物の

文化財指定や，街並み景観の整備が進められる。またその一環と

して，ロシア風ビザンチン様式の代表的建築物である正教会は重

要文化財に（1983），同教会および元町教会は伝統的建造物に

（1988），函館教会は景観形成指定建築物に指定される（1988）。

1998年には函館教会の掲載が見られたことで，観光情報誌上でも

4 教会全てが観光対象として認識されることとなった。このよう

に観光計画でも観光情報誌でも「観光対象」として捉えられ，観

光整備の対象となっていることから，4 教会が「異国情緒」あふ

れる函館を代表する観光対象として確立した時期といえる。 

４）Ⅳ期：外観重視期（１９９８～２００３） 

 教会の外観が観光の魅力として強調された時期である。観光情

報誌では，「元町の風景を飾るムードメーカー」25)等，異国情緒あ

ふれる景観を代表する存在として紹介され，教会はまち歩き観光

の目玉として扱われる。教会の説明文と写真は外部装飾・建築様

式といった外観部分や歴史に関するものであり，内部に関する説

明は見られない。また，函館市も，「絵になる街・函館」のイメー

ジを観光に一層活用する為の施策として「はこだてフィルムコミ

ッション」を設立した（2003）。これらにより「絵になる風景」

の構成要素としての教会が外部者にますます印象付けられること

となったと考えられる。 

５）Ⅴ期：内部紹介発展期（２００４～現在） 

観光情報誌では依然としてまち歩きの文脈で教会が紹介され26)

「函館市観光基本計画 2004~2013」では，教会が含まれるカテ

ゴリが「寺社等」から「都市景観と街並み」に変更される27)。す

なわち，観光情報誌でも観光計画でも「景観」の文脈で教会が捉

えられており，前期の外観重視の傾向が継続してみられる。一方，

函館市の公式観光情報サイトが教会空間内での行事・イベントを

紹介28)するなど，市が教会空間内部の活動紹介の観光的価値を見

出し29)，また，元町教会の内観に関する説明が 2004 年度から継

続的に記載される30)のを皮切りに，観光情報誌が内観や教役者の

説明・写真の掲載を始める31)等，教会の内的要素にも関心が向け

られていく。外観を魅力として認識する一方で，視覚的要素や宗

教的背景を含めた内的要素の観光対象化も進んだ時期といえる。 

 

４. 各教会の特徴 

教会組織外部との関係に対する現在の認識や活動に関して，「信

仰の場」という観点を踏まえて，教派の社会性（教会組織外部の

人間に積極的・能動的に働きかけを行う性質）・教会空間の位置づ

け・現在の活動における外部との関係・第3章で区分した各時期 

における信者数の推移32)から把握した（表－3および表－4）。 

（１）教派の社会性 

各教会の教会活動上の外部者への開き方は，キリスト教信者の 

使命の1つである宣教や奉仕に対する，所属教派の姿勢・考えに

基づくと考えられる。信者向けの手引書33)や教派の関係資料
34)35)36)よると，正教会は，信者個人の自己研鑽に大きな宗教的意

義を見出すという内向的な性格を有しており，社会性は低いとい

える。一方，他3教会では外部者と接触することも信仰生活上で

重要な位置に置いており，各教派資料において，信仰生活での社

会奉仕の重要性が示されており37)38)39)，社会性が高いといえる。 

（２）教会空間の位置づけ 

各教会の考えの違いに由来して，礼拝活動の行われる教会空間

は，その構造・意味等が教派ごとに異なる。対象教会ごとの資料

を参照すると，教会空間の位置づけは以下のように大別された。 

正教会は，個人の宗教体験を信仰の核とし，聖堂はそれが奉神

礼によって実践される場とする。その構造（建築様式，向き，鐘，

内部構造，イコン，諸設置物）は，「神が私たちと共におられる」
40)という信仰の具体化を図って設計・配置されていることが明示

されている41)。同様に元町教会が所属するローマ・カトリックも

細やかなガイドラインを設けている。聖堂は「神の礼拝に当てら

れた聖なる建物」42)と規定され，様式・構造に関しては「祭儀を

行うため，また，信者の行動的参加を得るために適したものでな

ければならない。さらに，聖堂及び礼拝に関する事物は，真にふ

さわしく，美しく，天上のことがらのしるしであり，シンボルと

ならなければならない」43)とし，各席の配置や，祭壇の装飾と付

属品，聖堂内外の装飾等に関して規定している。同派も，聖堂で 

表－2 教会活動の分類 

 主な 

対象者 
主目的 活動タイプ 

具体の 

活動例 

信者 

 

教義の実践・ 

信仰心の向上 

教会暦に沿った礼拝 日曜礼拝 

教会独自の礼拝 七五三礼拝 

教えの理解・実践活動 勉強会 

外部への寄付・援助 物資援助 

共同体の発展 信者同士の親睦活動 祝会 

維持・管理 教会の管理・運営活動 総会 

外部者 

教会と外部者 

との交流 

外部者への伝道活動 伝道集会 

教会と外部者との交流活動 バザー 

外部者への対応 外部者への対応活動 聖堂公開 

（網掛けは本研究で分析対象とする活動タイプ） 

※年号横の数字

は観光対象化の

時期区分に対応 
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行われるミサを教会組織・信者個人双方の信仰生活全体の中心と

説く44)。以上2教会は，信仰上最重要視する儀礼の執行の場とし

て教会空間を神聖視しており，宗教的意味合いを含む規定に沿っ

た空間構造や装飾により他空間と差別化している。 

 他方，プロテスタントの一教派であるメソジストの流れをくむ

函館教会の教会堂は，「目にみえない神を礼拝するための「聖なる

空の空間」を目ざし，装飾を極力排しているのが特徴」45)である。

礼拝の中心を聖書のことばに置くプロテスタントは，礼拝のため

に「特別な種類の礼拝堂をあてにするわけではない」46)。教会堂 

は信者に限らず人々が集う公的な場として社会に開かれている。

聖ヨハネ教会の所属する聖公会も，「教会の門戸は全ての人に開か

れています」47)とあるように，教会空間を外部者とも共有する場

として認識している。また，「教会の働きも教会の中に限られるも

のでなく，むしろ教会に属し，教会の一部分である信者が，教会

を出て，…キリスト者としての行動をするとき，実はそこに教会

の働きの主体があるとさえ言われます。…見える建物や制度は，

そうした本当の教会の生命をささえる根であり，エネルギーの供

給源であるにすぎません」48)とされ，教会空間は，そこでの交わ

りを通して信者が外に出ていく為の力を蓄える場，あるいは外に

出た信者が戻り力を補給する場としての宗教的重要性を有してい

るも，信仰実践は同空間に依存しない。以上2教会の所属教派に

おいては信仰実践の空間そのものへの依存度は低い一方，教会空

間は外部の人間と共有の場として位置付けられている。 

（３）現在の活動における外部との関係 

 4 教会とも外部者に向けた聖堂公開（オープンチャーチ）を行

っている。ただし，元町教会では，外部者と信者とが交流する活

動はほとんど行われていなかった。他3教会では，外部者対象の

クリスマスの催しや文庫活動等，信者との接触を伴う外部者への

対応を行っている。しかし，函館教会と聖ヨハネ教会は信者対象 

活動（「教えの理解・実践活動」「信者同士の親睦を深める活動」）

においても外部者を受け入れているのに対して，正教会では，信

者対象活動に対して外部者を受け入れていなかった。このように， 

活動における外部との関係には教会ごとの違いがみられた。 

（４）信者数の推移 

 函館教会，元町教会では，「異国情緒」」イメージ付与期以降，

信者数の減少が見られている。この要因については，2 教会のヒ

アリング対象者から，教会が位置するとともに信者が多く居住し

ている函館市西部地区の過疎化の影響が大きいとの回答を得た。

ただし，同様の地区に位置している他2教会と推移の違いを生み 

出している別の要因も存在すると考えられる。 

５. 各教会における教会活動の変遷 

 各教会の教会活動の変遷を，活動種数および外部者との関係か

ら把握した。 

（１）教会活動種数の変遷 

 元町教会以外の 3 教会は，単年度のデータ（注 12 参照）から

具体の活動種数の変遷を把握することができた（図－2）。 

 信者対象活動（「教えの理解・実践活動」「信者同士の親睦活動」）

の活動種数をみると，観光対象確立期以降，聖ヨハネ教会では宗

教行事に伴う交流会や音楽会等が増加している。一方，正教会お

よび函館教会では各種の勉強会や若年層対象の交流会等の活動が

減少していた。元町教会においては，以前活発に活動していた教

会組織内の団体（布教事業補助を担う「アクチオ・マリエ」，壮年

信者による「黎明クラブ」等）が現在休止・解散していることか

ら49)，信者対象活動の活動種数は減少していると考えられる。 

 3教会における布教を意図していない外部者対象活動（「教会と

外部者との交流活動」，「外部者への対応活動」）の活動種数の変遷

をみると，観光対象確立期以降，3 教会とも両活動の合計が対象

教会活動種数に占める割合が増える傾向にあった。 

 また，開始以降継続して行われている活動の開始時期をみると

（表－５），とくに観光対象確立期以降に，継続的な活動が新しく

行われるようになっていることが分かる。正教会では観光対象確

立期に継続的な様々な「教会と外部者との交流活動」や，聖堂公

開の通年化が開始された。元町教会においても，観光対象確立期

から外部者向けのパンフレットや祈りの投書箱の設置50)といった

「外部者への対応活動」が開始され，その後外観重視期に「教会

と外部者との交流活動」の活動が開始されていたことから，同教

会においても外部者対象活動が増加していると考えられる。 

 このように，各教会で教会活動の変遷は若干異なりつつも，「教

会と外部者との交流活動」の教会活動全体種数に占める割合が増

える傾向は，活動種数の確認できない元町教会を除いて共通して

いた。また，元町教会においても，信者対象活動が低調になって

いることがうかがえる一方で「外部者への対応活動」は実施して

いる。以上から，対象教会では，観光対象確期以降，外部者との

関係が強くなる教会活動の外向化が見られていると考えられる。 

（２）信者対象活動における外部者との接触  

 対象教会においては，本来信者対象活動（「教えの理解・実践活

動」「信者同士の親睦活動」）ではあるが，情報発信を行い外部者

の参加を勧めている活動（外部者参加勧誘活動）を実施する教会

がみられる。函館教会・聖ヨハネ教会では，観光対象化以前から

勉強会や教会内組織の例会等で同活動を実施していた。 

 一方，正教会では，観光対象確立期までは外部参加勧誘活動は 

みられたものの，それ以降，同活動は減少している。ヒアリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－4 各時期における信者数の推移（名） ※（）内は年度 

教会名 Ⅰ期 

（戦後~1966） 

Ⅱ期 

（1967~1981） 

Ⅲ期 

（1982~1998） 

Ⅳ期 

（1998~2003） 

Ⅴ期 

（2004~現在） 

正教会 419（1949） 398（1966） 258（1975） 307（1985） 393（2014） 

函館教会 239（1954） 227（1970） 171（1984） 118（2000） 103（2014） 

聖ヨハネ教会 358（1954） 140（1969） 182（1985） 177（2000） 183（2014） 

元町教会 950（1954） 954（1969） 701（1984） 466（2000） 215（2014） 

表－3  各教会の特徴 

教会名 社会性 教会空間の位置づけ 活動における外部との関係 

正教会 低 
儀礼の場として 

神聖な場所 

聖堂公開 

外部者と信者の接触 

函館 

教会 
高 

あらゆる人間に開かれた

公的な集会所 

聖堂公開 

外部者と信者の接触 

信者対象活動への外部者受入 

聖ヨハネ 

教会 
高 他者との交わりの場 

聖堂公開 

外部者と信者の接触 

信者対象活動への外部者受入 

元町教会 高 
儀礼の場として 

神聖な場所 
聖堂公開 

※年号横の数字は観光対象化の時期区分に対応 

図－2 教会別対象教会活動種数の変遷 
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では，信者の信仰生活と外部者との分離を望む，あるいは分離す

る意図がうかがえ，外部者勧誘活動の減少にはその意図が反映さ

れていると考えられる。元町教会では，外部参加勧誘活動はみら

れず，ヒアリングから，市内の他教会と合同で行う信教の自由を

守る集会といった，キリスト教信者向けの活動のみ確認できた。 

 すなわち，函館教会，聖ヨハネ教会では信者と外部者とが接触

する機会が設けられている一方で，正教会と元町教会では信者と

外部者との分離がみられる，あるいは進行していると考えられる。

後者2教会の同傾向は，並行してみられる観光対象確立期以降の

教会活動の外向化とは対照的な動きであると言える。 

 

６. 考察 

（１）教会活動と観光対象化との関係 

教会の観光対象化の過程を大きく5つの時期に区分すると，函

館の「異国情緒」イメージと共に始まり，そのイメージが継続し

ていることと，外部（行政や観光情報誌）の関心は外観のみから

外観と内部へと移ってきているということが明らかとなった。 

 教派の特徴より，対象教会は儀礼を行う教会空間を重要視する

傾向の強い「儀礼空間重視タイプ」（正教会，元町教会）と，教え

の実践において社会性が高く，教義に基づく教会活動実践上教会

空間に対する依存度が比較的低い「開放性重視タイプ」（函館教会，

聖ヨハネ教会）に分けられる。外部の関心が，教会内部にまで及

ぶようになったことをふまえると，信者対象活動と外部者対象活

動の双方において信者と外部者との交流機会がみられる「開放性

重視タイプ」の教会は，教会本来のあり方を保持したまま外部の

需要へ応えうると考えられ，観光との親和性は高いと考えられる。 

 対象教会では，行政（函館市）による教会への働きかけが始ま

った観光対象確立期以降に教会活動の外向化が見られた。このう

ち，「儀礼空間重視タイプ」であると共に観光対象確立期に「外部

者への対応活動」が開始された正教会および元町教会では，文化

財指定による公開要請という行政の直接的な働きかけが同活動開

始の契機となったことが明らかになっている51)52)。観光情報誌掲

載回数や「外部者への対応活動」の開始時期をふまえると，同 2

教会は，外部による観光対象としての認識がより高かったものと

考えられる。本研究では対象教会への認識の違いの理由を特定す

ることはできなかったが，「異国情緒」「絵になる街」の代表とし

ての教会が求められていたことを考えると，坂の上に位置し，教

会建築様式としての代表的特徴を有する正教会・元町教会は観光

対象としての需要が高いと推察される。これに関しては，聖堂(教

会堂)の外観・内観，歴史や立地等に対する外部者の認識に対する

更なる調査が必要と思われる。また，文化財指定を受けているこ

とが該当教会の注目度・認知度を向上させていると思われる。 

 一方，「開放性重視タイプ」の函館教会と聖ヨハネ教会では，同

じ「教会」である正教会・元町教会（観念的周辺）において行政

による観光対象化が見られた観光対象確立期に「教会と外部者と

の交流活動」の開始・増加が見られ，「外部者への対応活動」は観

光対象確立期よりも後の時期に，自教会の観光情報誌への掲載あ

るいは外部者の訪問を契機として開始される53)。両教会の物理的

周辺と，観念的周辺の観光対象化は，一方で2教会の外部者に対

する貢献意識を増幅させ，他方で外部者の「教会」への関心の高

まりを生んだと考えられる。元々の教派の特徴と行政による間接

的な働きかけによって教会と外部者双方の意識が互いに向き合っ

たことで，外部者に目を向けた「教会と外部者との交流活動」が

展開され，その後2教会においても観光対象化が進められていく

中で，「外部者への対応活動」の開始，「教会と外部者との交流活

動」の活動種数の維持が見られるようになったものと推察される。 

 「儀礼空間重視タイプ」の2教会では，信者対象活動において

外部者と信者の活動上の分離がみられたように，信者のみの活動

形態を確保しようとする意図がうかがえ，「開放性重視タイプ」の

2 教会では，信者対象活動において外部者参加勧誘活動が多くみ

られた。しかし，地域の過疎化の影響を受け著しい信者数の減少

が見られた函館教会では，外部者への活動を思うように実施でき

ていないという声が聞かれた。同教会組織における観光対象確立

期以降の外部者対象活動の活動種数は，増加傾向にある同じ「開

放性重視タイプ」の聖ヨハネ教会と比べてほとんど増加しておら

ず，上述の信者状況の影響がうかがえた。 

 以上，教会活動と観光対象化との関係をまとめると，観光対象

化は教会活動の外向化をうながすと考えられるが，その開始には

教派に基づいて教会空間の意味づけが異なるという内的要因と，

直接的・間接的な行政の働きかけという外的要因が影響していた。

また，その後の展開は，教派の特徴および信者数の変化という内

的要因によって，各教会が各々の形を示すことが明らかとなった。 

（２）キリスト教教会と観光との関わり方 

 教会空間は宗教的価値を有する空間として信者の生き方に深く

関わることから，「信仰の場」として存在している。一方で，同じ

「信仰の場」といえども，教会活動の変遷を見ると，教会ごとに

外部者への教会空間・教会活動の開き方が異なっていた。各教会

は，「教義に基づく教会活動実践の場」という意味づけを基盤に，

教会ごとに異なる「教会空間の位置づけ」が加わるという二層の

意味づけにより「信仰の場」を築いている（表－6）。対象教会に

おいては，観光の文脈において，外部の関心が高い教会は観光と

の親和性が高い「開放性重視タイプ」の教会ではなく，「儀礼空間

重視タイプ」の教会であったといえる。この外部からの関心と観

光との親和性との不一致は，教会空間に対する，「信仰の場」とし

ての意味づけよりも，「異国情緒」イメージ付与期に形成された「異

国情緒」イメージという外部の期待への対応が優先されたことに 

依るものといえる。これは文化財指定が「異国情緒」のイメージ

に沿った観光政策の文脈で行われている点，観光との親和性が高

い「開放性重視タイプ」の教会よりも，観光的需要の高い「儀礼

空間重視タイプ」の教会の方が，観光情報誌掲載回数が多い点か

ら推察される。「儀礼空間重視タイプ」の教会へのヒアリングでは，

外部者の増加が信者の信仰生活を妨げるのではないかという懸念

の声が聞こえた。このように，教会活動の外向化により，教会を

神聖視する信者の精神的負担が増加している可能性が見られる反 

表－5 「教会と外部者との交流活動」および「外部者への対応活動」における継続的な活動の開始時期 

教会 活動タイプ 
Ⅰ. 観光情報誌登場前期 

（終戦~1966） 

Ⅱ. 「異国情緒」イメージ        

付与期（1967~1981） 

Ⅲ. 観光対象確立期 

（1982~1998） 

Ⅳ. 外観重視期 

（1998~2003） 

Ⅴ. 内部公開発展期 

（2004~現在） 

正教会 
教会と外部者との交流活動   諸活動 開始 バザー 開始  

外部者への対応活動   聖堂通年公開 開始   

函館教会 
教会と外部者との交流活動 バザー 開始     

外部者への対応活動    オープンチャーチ 開始  

聖ヨハネ教会 
教会と外部者との交流活動   バザー 開始   

外部者への対応活動     諸活動 開始 

元町教会 
教会と外部者との交流活動    でんけんコンサート 開始  

外部者への対応活動   聖堂公開 開始   
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面，教会活動上見られた，信者と外部者が分離しているという傾

向は，外部者の教会の内的要素への関心にも対応しきれないこと

を示している。一方で「開放性重視タイプ」の教会では，外部者

との外部者の来訪に肯定的・積極的な姿勢がうかがえたが，観光

との親和性が高いと思われる同タイプの教会においても，ヒアリ

ングでは外部者によるマナー問題が聞かれた。これは，全教会で

共通基盤となる「教義に基づく教会活動実践の場」という教会空

間の意味づけへの理解も不足しているために生じたと考えられる。 

（３）今後の展望 

 教会と観光が持続的関係を結ぶには，観光対象化に関与し，外

部者による教会空間の意味の理解に貢献しうる主体（信者，行政，

マス・メディア等）が，「教義に基づく教会活動実践の場」の基盤

の上に「教会ごとの教会空間の位置づけ」が据えられ「信仰の場」

が成立しているという教会空間の二層の意味づけを考慮した開き

方に向けて行動し，外部者がそれらを理解した上で教会空間を体

験することが望まれる。教会の外的要素だけでなく内的要素にま

で関心が及んできている現在の傾向は，見せ方によっては，上記

二層の意味づけが尊重される状態を促す契機になると考えられる。 

 本研究はJSPS科研費 26283016JAの助成を受けたものです。 
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表－６ 教会空間の意味づけにもとづく教会タイプの分類 

教会タイプ 教会空間の主な意味づけ 
観光との 

親和性 該当教会 

儀礼空間 

重視タイプ 教義に基づく教

会活動実践の場 

神聖な儀礼

の場 低 
正教会 

元町教会 

開放性 

重視タイプ 

他者との交

流の場 高 
聖ヨハネ教会 

函館教会 
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